
防衛省適合

HAM‐70シリーズ
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「静寂」。高品質の確かな
■L■口じの防音サッシは日本で最初にJIS表示許可を取得し
『豊和防音サッシ』として全国に広く普及しています。

騒音地域の方々にも快適な安らぎの住環境を

お届けするために“音"にこだわり、

遮音性能がいつまでも維持できるサッシを提供していきます。

…

防音サッシの特長

多くの実用新案をもつ独自の引寄せ機構

障■の拒 (かまち)の内吉贖こは L中 下 (各左右)のり寄せ機構をもち、障 rは自動的に引寄せられて矢密ゴム

に接触し、枠と障

`の

間のすき間がなくなり、高度の防■性能を保ちます
`.

扱いやすい引分け引寄せ方式
外部障 F引分 け 引 寄 せ 方 式 は従前のぢ常せ機構に操作性を高める引 分 け 機 構 をプラスしたIF製

品です。引寄せハンドルはシンブルで堅国になり、よリスムーズにI・作できます.

障子の開閉はとても手軽

障子ハンドルを夕|すと障子は自動1,にすきηができますので 子ども老人の方でも颯快に17r mできます。

また

't密

ゴムを摩Itしませんので長期に防青性能を保ちます。

起倒式戸車

り1特せハンドルを回転させて閉鎖したときには レールに来ったままで倒れ
ハンドルをもどし田及したときには障子

の自■により自動的にもとの
'医
態にもどりますので無理のないFl■機構になっております.

召合せ枢は煙返し付き

召合せntは と,のすき間をなくして、防iI Fll火 防
`し

の効果を高めています。

二重の安全性

従来のに子外れ止めに力]え 夕ヽ■子の下l・ にタトれFliLを造リイ|けて、安全を確保しています。

改築・取替えに便利

下枠の立ちあかリカi低く設言卜してありますので、出人口として使不1です。■に水密性|ヒを高める構辻になっており

ます。

― |―



防音サッシです。
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HAM-70■ (第 I工法)

●引違い窓のlF音性能
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1第 1・ ユエ法引違い防音サッシ寸法基準園

H■

|・ln 中桟見
付け

中桟高
さ(a)

ハンドリレ

高さ(b)

婆 図

(2粒建) (4放建 ) 号違い防音サッシ(2枚建) ;違い防音サッシ(4枚適)

200(― )
S

229(― )

500  2699 1000～ 5399

200(230)

`
330(360)

-2699 ～ 5399

301(351)
S

“

0

-26● 9 -5399 200

531   830 -2699 -539●

831   1230 -2699 ～ 5399 4o

1231  140 -2699 ～ 53● 9
３５

８０

型 ●   _

1●1 -1500 -2699 ～ 5399

1501～ 1930 ～ 2699 ～

“

99 80 Ю O

1931 ～ 2099 ～ 2699 ～ 5099 eo 850 1000

( )内寸法は 下:め寸法範囲のI¨ 多際

ヽ

2霞 1,0,～ 209'

4放建 3801～ ,39,

l12

ハントル高さ b

注■網戸中機は 原則としてHn-1101以上は■とする。
注22粒建戸先.4枚建突合わせハンドルはHAM 70 S■ の
ときのみ参照

1第 1。 E工法引違い防音サッシ寸法基準図 (欄間FIX、 引違い)

Hn H■ 1 Hn2 Wn 姿 図

引違い防書サッシ
(2枚強〉
襴同FlX

400(430)～ 2799 200(2301   2009 100 600～ 2699

:違い防書サッシ
(4枚建)
襴間FX

400(“ 0)～ 2●9 200(200) -2099 100～ 1800  4399

・「ギ・　．‐ＪＩ　　‐一

引違い団着サッシ
(2枚建〉
襴間引違い

500(560)～ 2799 200(230)-2009 aO(200)～ 600～ 2699

引違い防書サッシ
(4枚産)
In間引違い

500(560)-2799 200(230)～ a99 200(230) ― 1800-43● 9

ヽ

2放鱚 1,01 ～26''

儘 3801～ 489,

( )内寸播は 下記の寸法範囲の場合‐ 参困

-5-

注1網戸中桟は 原則としてHn‐ 1101以上は付とする.
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1第 1・ Ⅱ工法玄関防音引戸寸法基準日

H● Hol H■ 2 Vヽo(Wnll 中棧高さ
|。 |

ハントル高さ
r^,,

錠前高さ
7● ,, 婆 図

玄門防音引戸 1211建 ,

1500～ 1600

1100～ 2199

700 900 720

Ⅷ I1601 ～ 1999 300 1000 820

玄関防部 戸 12枚建

'欄間FX
1700～ 2799

1500～ 1600

100～ 1100～ 2199

700 900 720
■

・に
――1601 ヽ 1999 800 1000 820

玄間防音:戸 ,2技建
'lll間 :違い
1800～ 2799

1500 -1600

200 1100～ 2199

700 900 720

1601 ～ 1999 800 1000 320

玄間防音引戸 (4枚建)

1500ヽ 1530

2100～ 4899

700 900 720
＝

佃
1531 ～ 1930 800 1000 820

玄関防音引戸 (4枚建 )

欄問FX
1700   2799

1500～ 1600

10し～ 2100～ 4309

700 900 720 一―一
＝

――

当

――――

＝

一

１

＝1601 -1999 000 1000 820

玄関防音
=戸
14枚建 ,

欄間
=違
い

1800～ 2799

1500～ 1600

200ヽ 2100 -4399

700 900 720 「
＝

――――
輌一̈̈‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

1601 -1999 600 1000 320

||1颯[
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注62枚 _●戸先 4枚建突合わせハンドル」
HAM 70 G Ⅱのときのみ参中.

■
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_1第 1・Ⅱ工法開き防音ドア寸法基準園

タイブ Vヽn 錠前高さ0 姜 図 カラス開口寸法 姿 図  規子 両開き 袖FX■構高さ

片開き防音ドア

両面 F

片開き防音トア

|IFIX

1500～ 1599

400(1100,
∫

lo99(2o99)

750

_二  f '
‐ | .8 ・

a‐ 700

1600 -1699 850 a‐ 800

1700～ 2199 950 a_900

片開き防音ドア
両面腰 F

1500 -1599

400(1100)

`
1099(2099)
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W・  1:;
OW  I,`
OW●
'■
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カラス開口寸法

1500以上 500 GヽVl‐ Wn1 309 5

GヽV2‐ Vヽn2 309 5

1600～ 1699 860
V n GヽV

親子開き防音トア

両面腰 F
1700 ヽ2199 950

600以上 Wn 310

599以下 Vヽn 311

499以下 Vヽn 312

片開き防訃 ア
かまち

15oO～ 1599

3oo(1100,

`
1099(2099)

750 一一̈一̈
。一一　　．ェ。。一．　．」。　　一”

晰　側　　　　　　　　　・

2●  OWi  βⅢ2 ,21

ガラス開口寸法

GヽVl‐Wn1 245 5

GヽV2‐Wo2 245 5

1600～ 1699
”

［
″ヽn GW

親子開き防音ドア

かまち 1700～ 2199 950

600以上 Wn 250

699以下 Wn 251

499以下 Vヽn 252

1ランマ付は Ho-2799ま でとする
2( "Wn寸 法は 両開きの場合を示す。
3ドアクローサの取り付けは W・ -500からとする

-1  クレti ‐   注4:HAM 70 Dlのときのみ参照.
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⊂)HAM 70 SIの 場合のみ参照

(4ヽ窓タイプ)

■ 引違い防音サッシ(薇建〉
(4ヽ窓タイプ)

■ 引違い防音サッシ(教建)

(窓タイプ 中棧付〉

■ 引違い防音サッシ(2枚0
(テラスタイプ 中構付)

■ 弓コ 防ヽ音サッシい 建)

櫛間引違い

■ 引違い防青サッシ(教建)
欄間日X

(窓タイブ 中桟付 )

■ 引違い防音サッシ(薇建)
(テラスタイブ 中桟●)

■ 引違い防音サッシ(薇建 )

■
=違
い防音サッシ(2枚建)

■ :違い防青サッシ(枷建)

引違い防音サッシ(4枚建)

欄同引違い

-7-

襴間FX



―
 1引違い防音サッシ (2枚建・ 4枚建)

)内は 200≦ HN≦530響

ヽ
ヽ

、

、

■ 引違い防著サッシ(猜建)
(4ヽ窓タイラつ

■
=逝
防ヽ音サッシ0枚建)

(窓タイカ

■ 引違い防音サッシ(2枚D
(テラスタイプ)

釧ⅢⅢI

-0-



1引違い防音サッシ (2枚建・徽 建) 欄間引違い、FIX

■ 引違い防音サッシ(微建 )
欄間FX

釧・W“●t0

■ 引違い防音サッシ(薇遺〉
襴間FX

¨ ¨  ¨
え)欄間W断面は

=違
|●卜痣タイプを参熙

■ 引違い防音サッシ(Ⅲ建)
椰間FX



画
F

F

F
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□

閂

製作寸法範囲

Wn‐300～899
Hn‐300～899

(Wn=250～ 349まではHn‐ 1299までとします)

(Hn‐1300～ 1999はWn‐350からとします)

□



O:HAM 70 G Πの場合のみ参照

■ 玄関防音引戸 (教建)

■ 玄関防音引戸 (2枚ロ

欄間FX

■ 玄関防副 戸 (2枚建)

Im間引違ぃ

■ 玄関防歯:戸い 0襴間FⅨ
下毀障子欄同千本格子付

上国の欄間部アルミ格子、

■ 玄関防音;戸 (4枚建)

■ 玄関防音
=戸
(徴強)

欄同FX

■ 玄関嵯 引戸 (4枚強)

欄間
=違
い

■ 玄関防書:戸

“

枚建)襴間FX
下段菫子 欄間千本格子付

障子部追加アルミ格子は特注品 (別途見積)とします。

-12-



0

■ 玄関防音引戸 (猜建)

-13-

■玄関鮨吉引戸は 建)



■ 玄関防

“

戸 (2枚建)欄日引違い

■ 玄関防副 戸 (4枚遮)襴間引違い

■ 玄師 青引戸 (2枚建)襴同日X

■ 玄関防音引戸 (411k建 )褥口FX



廼)グレモン締り付レバーハンドルはHAM 70 D口 の場合のみ参照

■ 片開き防音 フヽ 価 鹸 F) ■ 片開き防音け いまち)

■ 規子開き防音レ 価面D
子扉 (両面F)

■ 親子開き防訃 フ (両面F)

子扉 (かまち,

■ 親子開き防音IIF(両面腰つ

子扉(両面F〉
■ 親子開き防音ドフ (かまち)

子扉 (かまち)

＼
　
／

ハ

〓

-15-



個)グレモン締り付レバーハンドルはHAM 70 D]の 場合のみ参照

口 片開き防音ドア価面F小窓タイカ

■ 片開き防音け て両面F4憾 タイプ)
欄間FX

■ 片開き防音トフ (両面F小窓タイブ)
抽襴同FX

■ l17開き防音ドア(両面F小窓タイプ)
子扉 (両面F小窓タイプ)

■ 親子開き防音ドア(両面F小窓タイカ
子扉 (両面F小忠タイカ 欄間FX

■ 両開さ防書ドア(両面F小窓タイプ)

■ 両開き防書け 価 面F小窓タイプ)
欄同FX

■ 両開き紡書ドア(両面F小なタイプ)
両柚襴間FX

■ 片開き防音ドア(両面F小窓タイプ)
両袖襴間FX

※プッシュグリップ錠はオプションとします。

-16-   ｀



ブッシュグリップ掟付親子開き、片開き防音ドア (回回F、小窓タイプ)参考図

―

ｌ

ｌ

遍

―

―

(HAM 70 DΠ のI●合のみ争熙〉― ヽ、
、

(HAM ttDEの 場合のみ参照)一ヽ
、

グレモン綺り付レ′

り150のみ もしくは210以上

間は製作不可)

ブッシュ
(オブション)

※プッシュグリップ錠はオプションとします。

-17-



■ 片用き防音レ (両面F)

■ 片開き防書レ (両面腰F)



G)無機質吸音材はHAM 70‐ DIの場合のみ参照

■ 片隋き防書レ (かまち)



" 1内
部納り用サッシ (下枠27mm、 3方ツパナシ)
引違い防音サッシ(2枚建、4枚建)

¬ 賄

C

旦
―

出 世

―
 I RC納り用サッシ

引違い防音サッシ(2枚建、4枚建)玄 関防音引戸 (2枚建、4枚建)

■
=途
い鮨著サッシ(テラスタイカ

-2o―



I RC納り用サッシ ロX防音サッシ

0

―
 I RC納り用サッシ 片開き、両開き防音ドア

■ lH同日X■枠

-21-



■■■■J聾畳壁聾工法用サッシ
引違い防音サッシ(2枚建、4枚建)玄 関防音引戸 (2枚建、4枚建)

日 に 関引戸下枠RC)

(注)上II国■は引違い防書サッシと同―

―
 日かぶせ工法用サッシ
FIX防音サッシ

―     °



―
 |かぶせ工法用ドア
片開き、両開き防音ドア

■褥間FⅨ上粋



―
 1引違い防音サッシ(2枚理、彼 建)可 動網戸

■
=注
t両書サッシ(教め

(可動綱戸 内口洵 費用)

■ :撻い防音サッシ(教鐘)
(可動綱戸 内観を使用)

■ 引違い●■サッシ

“

傲建)

(可動構戸 両サイ罐 月)

■
=違
い鮨
=サ
ッシ(薇建〉

(可動網戸 中期賣月)

-24-



―
 日引違い隋音サッシ(4翅菫)欄 間可動網戸

■
=違
い随青サッシ〈薇 建〉l肺引違い

(可動網戸 両サイH貴月)

■
=遺
い鮨音サッシ●壮建)In洒号

`ttヽ(可動捐戸 中期売用)

-25-



防音サッシの取り付け方

下地を確配します。

窓台の水平を見てください.(図 ])
水平になつていない場合は 間柱をして完全な水平にしてください

(図 1)

(図3)

注意
下地とサッシ粋との間にすき間があると防青性能が低下しますので特
に注意してください。

サッシ粋を外側から窓台に乗せます。

下枠の水,を確出してください。
柱と堅粋との間隔を 左右揃えてください.

上枠の中央部に木片を打ちつけ、仮止めします。

コレは仮止めですから 釘がアルミにふれないようここ注意ください。

柱と堅枠とのすき間 (ちり)を、左右等しくとつて
ください。

下枠をステンレス釘で本止めしてください。

両喘を止め 枠の水平を保ちながら中央よリステンレス釘でAILめし
てください.
シールテープがアルミ粋と木材に密着しているか確認してください.

障子を建て込み堅枠の高さ (内のり寸法)に合わ

せて上枠のたわみを直し、下げ振りにより堅枠の

垂直を決めます。

上枠、左右の堅枠も下枠と同様にして両端を止め
、中央からステンレス釘で本止めしてください。

(■ 14の中央部を張り上げないように注意してください)

まぐさと上枠の間にくさびを入れ、皿穴の取つてあ
る所定の位置にステンレス木ねじて本締めをしま
す。(図4)

(図4)
くさび

柱の垂直 (特に前後のたおれ)を見てください.
取り付け面が同一面上か見てください.(図 2)もしくるいのある時は
そえ板を打ちつけて,面を合わせてください.

(図 2)    ●   ×  '」

貶饉黎
そえ板

枠の釘満の裏にシールテープが貼つてあります。
取り付けの際紙テープ部を剥がして取り付けてく
ださい。(回3)

ステンレス木ねじ

くさびは ruじ穴の蒙に当てるようこ入れ 枠がそらないようこ調整して
ください.
くさびは 本締めする時にアルミ枠が由がつたりしない為に用いるもの
です.その時々によつて くさびの厚みは調整してください

左右の堅枠と柱の間にくさびを入れ、ステンレス
木ねじて本締めをします。(回5)

(図5)

ステンレス木ねじ

坤 同様くさびは ねじ穴の要に当てるように入れてください.

膳板を取り付け、室内側の下枠をステンレス木ね
じて稀 めをします。(□6)

(図6)

障子の動き、ヨ:書せハンドルの締り興含を調べます。

障子を2～3mm閲けて堅粋との■4j度を確三してください
ハンドルま下へ]60度回転させた時 (閉鎖状態)完全に綺ります。
締り具合ま粋と櫃に取り付けた」ムのl.lに名刺くらいの厚紙を入れ
軽く弓っばっても技けない程度が標準です.
′ヽンドル受は 上下左右に調整することができます。これて防音サッシ
の取り付けは終りました.

シールテープ

-26-



ガラスの入れ方

コ 信:,,i3『命ξ]]稽][:〔:辱

`i:[]:

.  ますので、ドライバーを堅ネ匡の内に入れて、タッピンね
‐  じを取つてください。この時、引寄せ′ヽンドルはオ匡と平
1  行な状態 (開放状態)こしますと、■1匡のタッピンねじが
1  見えるようになります。

(図7)

ガスケットのつざ曰
(II着テープでとめてくださぃ )

ガラスの嵌め込みは、ガラス ガスケット(以下ガスケッ
トと言う)を使用します。ガスケットは 5mmガラス用
を標準付属品とします。68mm網入リガラスも使用で
きますがその場合は発注時において明記してください
。2～3mmのガラスを使用するのは防音効果が著しく
低下するのでやめてください。

ガラスの切断寸法は、高さ 巾共に拒r・5寸法+13mmと
してください。

ガスケットのまわし方 よ、ガスケットのつぎ目が、(図 7)
のように上辺中央部で納まるようにガラスの四周をガス
ケット清に嵌め込みます。この時、ガスケットを引つぱらな
いようにしてください。また、つぎ目は少し長めに切つて
おき仕上げの時、すき間が出来ないようにしてください。
四隅よ(図 8)のように八サミで切り込みを入れて折り曲
げてください。

(図 8)

切り込み

(四コーナー )

障子の組み付けは、ガスケットのつぎ目が障子の上部に
なるように ガラスを入れ、ガスケットが枢の溝に完全に
入つたことを確認して、堅拒を組み付けてください。
最後に、ガスケットのつぎ目やコーナー部にすき間がな
いように修正をし、障子の対角寸法を計り障子が直角に
なっているか、障子がねじれていないかを確認してくだ
さい。

‖景籍饉:お掃除を
a色口

“

月■ のアルミサッシ ドアは耐食 l■に任れた表面処理 施してあり次の点にご注意いただき
こまめに清掃していただければ長IIl間美しい外観を保っていただけます。

立地環境
による
清掃回数の
目安

綸墓i・
ltiξ:l
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清掃方法ユ

軽度の汚れ 網戸の清掃

清水又は温水により柔らかな

布で拭き取るか、水でシャワー

洗浄してください。

普通の汚れ ご注意

①砂 ほこりがたまりやすい下粋部分は,ヽケなどでこれらを

払い落とすか、水で洗い流してから,青掃を行つてください。

②塩酸 硫酸、硝酸 カセイツータ、ふ

網戸の清掃は 汚れやほこりを

軽く拭き取る程度とし、網面に

強い力が加わるような清掃方

法は避けてください。

つ酸系タイル洗浄剤等酸性叉 よ

アルカリ性の洗剤は、腐食や変色

の原因となるので使用を避け、中

性洗剤をこ使用ください。

③研磨性洗斉Jを使用する場合は、

研磨材の粒子が粗いとアルミの

表面にきずをつけるので 微細

なものをこ使用ください。

―́́´1耐
~~― ―ヽヽ

ヽシ|^り ,・
ス

'1レ
′ ι

ヘ

中性洗斉」の水溶液をスポンジ又は、柔らかなブランにつけて

アルミ面を洗い 乾いた柔らかな布で拭き取つてください。

ひどい汚れ

まず、普通の汚れの場合と同様

に中性洗剤で洗い、それで取れ

ない固着部分について次の方

法で行つてください。

0ベンキ グリース、タール質
などの油脂性の回着物は、

アルコール、ベンジン、シン

ナーなどの溶剤を布につけ

て静かにこすり取ります。

②細かい研磨材入りの油又は

ワックス基剤のクリーナー (専用の市販品があります)を

柔らかな布につけて、こすり取ると大抵の回着物は取れ

ます。

引寄せ′ヽンドルを半回しにして、障子を
開閉しないてください。
(半回しですと 障子を傷つけたり、引寄
せハンドルを壊したりします。)

n表薇
(■ う́ a
ヽでヽ

使用上のご注意

風が強い時、雨が強く吹きつける時及び
冬の室外、室内温度差が大きい時は内
部、外部サッシ共きちんと閉めてくださ
しヽ

障子 扉の開閉は静力」こ行つてください。
(無理に開閉したり乱暴

`扱
いをします

と

'ッ
シ ドアを痛めたり、ケガのもとと

なります。)

“

´
/
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今日を大切に 明日に飛躍する

豊和工業株式會祓
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